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―一 覚 王 山 近 迎 の名 店 を続 々枠B 介 しきす す 一 ―

< 今 回 は、「回 代 侵 品 」これです >

食料品専門店 「田t t a品 」さんは、日泰寺参道入

□の覚王山ビル 1階 、 □―ソンの奥にあ ります。

所 狭 しと並 もヽ 美 味 しさ に こだ わ つた食 料 品の

数泉。元は写真店を営んでいた先代の水野宍n―さん

が 1 9 4 5年 に 「侵握離 の時代にはや っlぴユl aべ 物が
一番」と親戚の縁を頼 つて ここ覚王山に食料品店を

開きま した。

転機が訪れたのは今/ 3 hら3 0年 前。工代目の水野

修―これは東京 ・蕎山のスーパーマーケ ッ ト ・紀/

回屋で、当B書としては見るも珍 しい食料品に衝撃を

受け、「名古屋の人にも継介 したいこいう気持う」

で他店に先駆けて取 り扱い始めま した。

お店の自慢は何 と言 つても品質。安全で身体に良

く、かつ美味 しい食品を厳選 しています。「aと い

う宇1き『人に良い』こ書 く。これが基本だ。」 と店

長は語 ります。

「食」を追及 し続ける田代食品さんは 5月 5日

に創業 6 0円 年を迎えます。
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